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井
上
文
雄
著
述
目
録
稿

鈴
　
木
　
　
　
亮

○

　

徳
川
時
代
後
期
の
国
学
者
歌
人
井
上
文
雄
（
寛
政
十
二
年
～
明
治
四
年
）
の

著
述
は
、『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
の
記
載
に
従
へ
ば
、
四
十
六
点
を
数
へ
る

こ
と
が
出
来
る
。
本
稿
に
於
て
は
、『
国
書
総
目
録
』
の
記
述
を
中
心
と
し
て
、

ま
た
、
未
著
録
の
著
述
を
も
含
み
、
文
雄
の
著
し
た
作
品
の
解
題
を
述
べ
る
こ

と
ゝ
す
る
。
書
名
の
順
は
、
現
代
仮
名
遣
ひ
五
十
音
順
と
し
、
活
字
翻
刻
の
な

さ
れ
て
ゐ
る
も
の
は
【
翻
刻
】、
参
考
す
べ
き
文
献
が
あ
る
場
合
は
【
参
考
】

と
し
て
末
尾
に
略
記
し
た
。

　

な
ほ
、
本
文
「
一
」
は
文
雄
在
世
中
の
作
品
、「
二
」
は
後
人
の
編
輯
に

か
ゝ
る
作
品
（
但
し
、
板
本
と
同
内
容
の
も
の
は
除
く
）、「
三
」
は
『
国
書
総

目
録
』
に
於
て
井
上
文
雄
の
著
作
と
さ
れ
る
が
、
実
際
は
他
者
の
著
し
た
作
品

で
あ
る
。

一

1
、
伊
勢
の
家
づ
と　

三
編
三
冊　

刊　
〔
歌
学
〕

　

初
編
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
刊
。
文
雄
自
序
、
竹
川
政
恕
・
藤
尾
景
秀

の
序
文
あ
り
。
二
編
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
刊
。
藤
尾
景
秀
・
横
山
由
清

序
文
、
佐
々
木
弘
綱
跋
文
。
こ
の
初
・
二
編
は
文
雄
が
、
故
郷
伊
勢
へ
帰
る
門

人
佐
々
木
弘
綱
へ
の
家
づ
と
（
土
産
）
と
し
て
書
き
与
へ
た
も
の
で
あ
る
。
三

編
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
刊
。
川
喜
田
政
明
序
文
、
佐
々
木
弘
綱
跋
文
。

「
調
鶴
異
見
」
と
も
い
ふ
。
三
編
は
政
明
へ
の
家
づ
と
と
し
て
与
へ
た
も
の
。

二
巻
一
冊
本
（
写
本
）
が
静
嘉
堂
文
庫
に
伝
は
る
。
初
編
で
は
、
本
居
宣
長

『
玉
あ
ら
れ
』
を
「
初
学
の
人
の
か
な
ら
ず
見
る
べ
き
書
な
り
」
と
し
て
挙
げ
、

そ
の
言
説
を
ふ
ま
へ
て
歌
語
の
用
法
を
説
く
。
萩
原
広
道
『
さ
よ
し
ぐ
れ
』
に

対
す
る
反
論
も
見
ら
れ
る
。
二
・
三
編
は
自
説
を
よ
り
多
く
述
べ
る
。『
国
書

総
目
録
』『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
に
は
、
明
治
二
十
二
年
に
活
字
本
が
出

版
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
不
明
。
な
ほ
、
年
次
は
未
詳
な
が
ら
「
我
あ
ら
は
せ
る

伊
勢
の
家
づ
と
と
い
ふ
書
、
か
し
こ
く
も
台
覧
を
へ
ぬ
る
よ
し
伝
へ
う
け
給
は

り
て
」（『
調
鶴
集
』
八
七
一
詞
書
）
と
、
人
物
の
特
定
は
出
来
な
い
が
、
三
公
、

公
方
、
皇
族
と
い
つ
た
身
分
の
高
い
方
が
披
見
な
さ
つ
た
次
第
が
窺
へ
る
。

【
翻
刻
】
宮
脇
義
臣
「
伊
勢
の
家
づ
と
評
（
一
）
～
（
十
一
）」（『
あ
さ
み
ど

り
』
第
八
年
一
月
之
巻
～
十
一
月
之
巻
、
大
正
三
年
一
月
～
十
一
月
）

2
、
い
ち
の
と
よ
み　

一
冊　

写　
〔
歌
合
〕
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別
称
「
十
番
歌
合
」。
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
成
立
。
こ
の
年
の
一
月

五
日
、
二
月
五
日
、
三
月
五
日
、
四
月
五
日
、
五
月
五
日
、
六
月
五
日
、
七
月

五
日
（
十
二
番
）、
八
月
五
日
（
十
二
番
）、
九
月
五
日
、
十
月
八
日
、
十
一
月

五
日
、
十
二
月
五
日
（
八
番
）
に
行
は
れ
た
十
番
歌
合
を
ま
と
め
た
も
の
。
序

文
は
「
歌
堂
主
人
」
即
ち
文
雄
が
記
し
て
ゐ
る
。
作
者
は
文
雄
・
井
岡
す
む

子
・
真
清
（
岡
部
？
）・
加
藤
千
浪
・
岸
本
弓
槻
・
瀬
戸
久
敬
・
山
田
常
典
・

岡
見
清
熈
・
は
た
子
・
正
樹
（
末
松
？
）
の
十
名
。
判
は
詠
者
以
外
の
者
が
行

ひ
、
判
詞
も
そ
の
全
員
で
記
し
て
ゐ
る
も
の
ゝ
、
ど
の
判
詞
が
誰
の
も
の
か
が
、

氏
名
の
記
述
が
な
い
為
特
定
出
来
な
い
。
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
。

3
、
井
上
文
雄
詠
草　

一
冊　

写　
〔
歌
集
〕

　

自
筆
本
。
罫
紙
二
丁
に
恋
歌
十
二
首
、
最
終
歌
の
次
に
「
井
上
文
雄
」
の
署

名
。
そ
の
後
別
紙
（
四
丁
、
最
終
丁
は
白
紙
）
に
て
恋
歌
十
五
首
、
雑
歌
七
首

（
こ
ち
ら
も
最
終
歌
の
あ
と
に
署
名
）
記
さ
れ
た
も
の
が
合
綴
さ
れ
て
ゐ
る
。

成
立
年
未
詳
。
静
嘉
堂
文
庫
蔵
。

4
、
井
上
文
雄
判
五
十
番
歌
合　

一
巻　

写　
〔
歌
合
〕

　
「
湖
上
冬
月
・
水
鳥
曙
・
雪
・
炭
竈
・
埋
火
・
冬
忍
恋
の
諸
題
に
て
、
安
井

静
枝
・
堀
野
義
礼
等
十
人
歌
合
。
一
本
慶
大
図
書
館
に
あ
り
」（
福
井
久
蔵

『
大
日
本
歌
書
綜
覧
』）
と
あ
る
が
伝
本
未
詳
。『
国
書
総
目
録
』
に
も
記
載
な

し
。

5
、
歌
合　

三
十
九
冊　

写　
〔
歌
合
〕

　

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
か
け
て
行
は
れ

た
、
柳
河
藩
主
立
花
鑑
寛
の
催
し
た
歌
合
に
文
雄
が
判
詞
を
記
し
た
も
の
。
一

（
嘉
永
五
年
）
～
四
（
嘉
永
六
年
）
五
十
五
番
。
五
（
嘉
永
七
年
）
四
十
五
番
。

六
（
嘉
永
七
年
）
～
八
（
安
政
三
年
）
五
十
五
番
。
九
（
安
政
三
年
）
五
十
四

番
。
十
（
安
政
三
年
）
～
二
十
二
（
文
久
二
年
）
五
十
五
番
。
二
十
三
（
文
久

三
年
）
～
三
十
七
（
慶
応
三
年
）
三
十
五
番
。
三
十
八
、
三
十
九
（
慶
応
三

年
）
三
十
五
番
。
出
詠
者
は
、
藩
主
鑑
寛
を
中
心
と
し
て
、
常
顕
・
惟
充
・
政

美
・
基
徳
等
と
い
つ
た
家
臣
団
。
な
ほ
、
三
十
八
、
三
十
九
に
は
出
詠
者
の
記

載
が
な
い
。
柳
川
古
文
書
館
寄
託
。

【
参
考
】
久
保
田
啓
一
「
幕
末
期
柳
河
藩
の
歌
合
」（『
雅
俗
』
三
号
、
平
成
八

年
一
月
）

6
、
歌
合　

四
冊　

写　
〔
歌
合
〕

　

柳
河
藩
主
立
花
鑑
寛
の
周
辺
で
実
施
さ
れ
た
、
井
上
文
雄
判
の
歌
合
。「
二

十
四
番
冬
歌
合
」「
三
十
番
春
歌
合
」「
三
十
六
番
夏
歌
合
」「
三
十
六
番
歌
合
」

の
四
種
。
出
詠
者
は
、
典
胤
・
ま
き
子
・
保
教
・
幾
瀬
子
・
幸
成
・
つ
ね
子
・

忠
恕
・
政
美
・
花
子
・
汀
子
等
。
柳
川
古
文
書
館
寄
託
。

【
参
考
】
久
保
田
啓
一
「
幕
末
期
柳
河
藩
の
歌
合
」（『
雅
俗
』
三
号
、
平
成
八

年
一
月
）

7
、
延
齢
話　

一
冊　

刊　
〔
随
筆
〕

　

文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
刊
。
序
跋
な
し
。
一
種
の
随
筆
的
教
訓
書
。
俗
を

離
れ
大
和
心
を
持
し
て
身
を
保
つ
こ
と
、
歌
の
徳
の
有
難
さ
を
説
き
、
畢
竟
よ

は
ひ
を
延
ば
す
も
の
と
説
く
。
無
窮
会
図
書
館
平
沼
文
庫
蔵
（『
道
の
さ
き
は

ひ
』『
諷
歌
新
聞
』
と
合
冊
）。

8
、
老
の
く
り
ご
と　

一
冊　

刊　
〔
歌
集
〕

　

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
刊
。
山
岡
久
敬
の
序
。
全
首
第
五
句
が
「
老
い
に

け
る
か
な
」
で
終
る
六
十
五
首
を
収
録
。
成
立
は
、
文
雄
六
十
五
歳
の
元
治
元
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年
で
あ
る
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
七
十
歳
の
折
に
同
形
式
の
五
首
を
加

へ
、
七
十
首
と
し
て
再
板
し
た
。
巻
末
「
七
十
翁　

井
上
文
雄
」
の
「
七
十

翁
」
の
部
分
が
埋
め
木
と
な
つ
て
ゐ
る
。
収
録
歌
全
て
が
連
作
の
形
を
と
っ
て

お
り
、
そ
の
独
自
性
は
顕
著
で
あ
る
。

【
翻
刻
】
拙
稿
「
井
上
文
雄
『
老
の
く
り
ご
と
』
―
翻
刻
と
解
題
―
」（『
東
洋

文
化
』
復
刊
九
十
七
号
、
平
成
十
八
年
九
月
）

9
、
大
井
川
行
幸
和
歌
考
証　

一
冊　

刊　
〔
註
釈
〕

　

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
江
戸
英
平
吉
刊
。
岸
本
由
豆
流
序
文
、
文
雄
自
序
、

伊
庭
至
清
跋
文
。「
提
要
」
に
「
田
安
の
殿
人　

井
上
文
雄
」
と
記
す
。
由
豆

流
は
序
文
で
「
か
ゝ
る
わ
か
う
人
の
わ
ざ
に
て
は
似
つ
か
は
し
か
ら
ず
」
と
文

雄
を
称
揚
し
て
い
る
。「
考
証
」
と
い
う
書
名
の
付
け
方
に
も
由
豆
流
の
影
響

が
窺
へ

（
1
（

る
。『
大
井
河
行
幸
和
歌
』
を
註
解
し
考
証
を
加
へ
た
唯
一
の
著
。
文

雄
の
処
女
作
。

【
翻
刻
】
室
松
岩
雄
編
『
国
文
註
釈
全
書　

竹
取
物
語
抄
補
注
・
徒
然
草
野

槌
・
十
六
夜
日
記
殘
月
抄
補
注
・
世
諺
問
答
考
證
・
大
井
河
行
幸
和
歌
考
證
』

（
明
治
四
十
二
年
、
國
學
院
大
學
出
版
部
）

10
、
思
草
考　

一
冊　

写　
〔
歌
学
〕

　
「
集
中
（
萬
葉
）
の
思
草
に
つ
き
て
、
仙
覚
抄
等
の
諸
註
、
八
代
集
の
例
歌

等
を
引
き
て
考
証
せ
る
も
の
。「
萬
笈
堂
蔵
」
の
柱
あ
る
罫
紙
に
書
け
り
」（
佐

佐
木
信
綱
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』）。
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
。
虫
損
甚
だ

し
く
閲
覧
制
限
あ
り
。

11
、
柯
堂
詠
草　

一
冊　

写　
〔
歌
集
〕

　

板
本
『
調
鶴
集
』
と
ほ
ゞ
同
内
容
。
門
人
大
野
定
子
が
手
写
し
た
も
の
。

「
大
野
定
子
文
庫
」
の
印
記
あ
り
。『
調
鶴
集
』
に
あ
る
文
章
の
部
は
を
さ
め
ら

れ
て
ゐ
な
い
。
収
録
歌
に
関
し
て
、『
調
鶴
集
』
と
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
即

ち
、
春
一
首
、
夏
三
首
、
秋
一
首
、
冬
二
首
、
恋
四
首
、
計
十
一
首
が
別
の
歌

で
あ
る
。「
竹
柏
園
文
庫
」「
天
理
図
書
館
蔵
」
の
印
記
あ
り
。
成
立
年
未
詳
。

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
。

12
、
柯
堂
茶
話　

一
冊　

写　
〔
考
証
〕

　
「
大
宗
匠
、
自
を
某
と
い
ふ
こ
と
、
以
下
百
箇
条
の
語
に
つ
き
て
、
古
書
を

引
証
し
述
べ
た
り
。
文
雄
は
、
初
め
歌
堂
と
号
し
、
後
、
柯
堂
と
改
め
書
け
り
。

先
考
（
註
、
弘
綱
）
の
書
写
本
」（
佐
佐
木
信
綱
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』）。
現
存

未
詳
。

13
、
歌
堂
初
学
抄　

二
巻　
〔
国
学
〕

　
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
よ
る
。

14
、
歌
堂
酔
語　

二
冊　

写　
〔
随
筆
〕

　
「
歌
文
に
関
す
る
考
証
的
随
筆
な
り
。
柱
に
攷
證
閣
と
あ
る
界
紙
に
記
せ
り
」

（
佐
佐
木
信
綱
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』）。
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
。
虫
損

甚
だ
し
く
閲
覧
制
限
あ
り
。

15
、
歌
堂
随
筆　

二
巻　
〔
随
筆
〕

　
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
よ
る
。

16
、
柯
堂
叢
考

　
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
よ
る
。

17
、
柯
堂
蔵
書
目
録　

一
冊　

写　
〔
蔵
書
目
録
〕

　
「
井
上
文
雄
の
蔵
書
書
目
な
り
。
表
紙
裏
に
先
考
（
註
、
弘
綱
）
の
筆
に
て
、

「
此
書
籍
大
半
、
明
治
三
年
の
夏
、
弘
綱
、
翁
の
も
と
に
居
た
る
ほ
ど
、
我
は
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譲
る
べ
き
子
も
な
け
れ
ば
と
て
、
書
肆
に
價
を
定
め
さ
せ
て
譲
り
給
へ
れ
ば
、

吾
が
蔵
本
と
な
れ
り
。
か
く
て
翁
次
の
年
の
冬
身
ま
か
ら
れ
き
」
と
あ
り
」

（
佐
佐
木
信
綱
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』）。
現
存
未
詳
。

18
、
柯
堂
枕
談　

三
巻　
〔
随
筆
〕

　
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
よ
る
。

19
、
柯
堂
文
章　

一
冊　

写　
〔
文
集
〕

　

成
立
年
不
明
。『
竹
柏
園
蔵
書
志
』
に
大
野
定
子
の
筆
と
あ
る
も
未
詳
。『
調

鶴
集
』「
文
草
」
所
収
の
文
章
は
全
て
収
め
る
。
そ
し
て
『
調
鶴
集
』
に
は
収

録
さ
れ
て
ゐ
な
い
、「
松
園
の
記
」「
霖
は
れ
て
あ
か
き
こ
ろ
つ
く
れ
る
ふ
み
」

「
何
か
し
の
も
と
に
お
く
る
消
息
」「
蝸
庵
西
記
」「
緑
堂
の
記
」「
宇
治
拾
遺
に

な
ら
ふ
よ
し
な
し
こ
と
」「
あ
る
人
の
乞
に
ま
か
せ
て
」「
あ
る
人
に
し
め
す
」

「
栽
松
辞
」「
冬
夜
読
書
」「
長
歌
を
辞
す
る
文
」
の
十
一
編
の
文
章
が
収
め
ら

れ
て
を
り
、『
調
鶴
集
』
に
対
し
て
広
本
の
関
係
に
あ
る
と
言
へ
る
。「
竹
柏
園

文
庫
」「
天
理
図
書
館
蔵
」
の
蔵
書
印
あ
り
。
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
。

20
、
歌
堂
類
語　

三
冊　

写　
〔
語
彙
〕

　

序
跋
な
し
。
成
立
年
未
詳
。
中
世
の
歌
文
書
か
ら
語
句
を
摘
出
し
て
、
イ
ロ

ハ
順
に
排
列
し
た
も
の
。
一
、「
攻
証
閣
」
の
罫
紙
に
百
一
丁
。
二
、「
柯
堂
」

の
罫
紙
に
七
十
五
丁
（
後
ろ
六
丁
は
罫
紙
に
あ
ら
ず
）。
三
、
二
十
丁
。「
竹
柏

園
文
庫
」「
天
理
大
学
図
書
館
蔵
」
の
蔵
書
印
あ
り
。
天
理
大
学
附
属
天
理
図

書
館
蔵
。

21
、
歌
堂
類
聚　

三
巻
二
冊
（
天
地
人
の
人
缼
）　

写　
〔
語
彙
〕

　

竹
取
物
語
・
住
吉
物
語
・
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
よ
り
語
句
を
摘
出
し
、
イ

ロ
ハ
順
に
分
類
、
排
列
し
た
も
の
。
序
跋
な
し
の
た
め
成
立
年
未
詳
。「
攻
証

閣
」
の
罫
紙
を
使
用
。
天
い
～
そ
、
地
つ
～
ふ
、
人
缼
。「
歌
堂
文
庫
」「
竹
柏

園
文
庫
」「
東
京
帝
国
大
学
図
書
印
」
の
蔵
書
印
あ
り
。
東
京
大
学
国
語
研
究

室
蔵
。

22
、
仮
字
一
新　

一
冊　

刊　
〔
語
学
〕

　

明
治
二
年
四
月
以
降
刊
。
三
丁
。「
上
代
の
仮
字
は
大
和
の
音
な
り
、
中
世

以
後
は
平
安
朝
の
音
を
用
ゐ
て
、
む
め
、
む
ま
、
と
書
く
べ
し
と
、
中
世
の
諸

書
の
例
を
引
き
て
あ
げ
つ
ら
へ
り
。
奥
に
、「
明
治
二
年
四
月　

七
十
翁
文
雄

識
」
と
あ
り
」（
佐
佐
木
信
綱
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』）。「CiN

ii Books

」
に
拠

る
と
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
文
学
部
図
書
室
に
一
本
所
蔵
を

確
認
出
来
る
も
の
ゝ
、
現
存
未
詳
で
あ
る
。
な
ほ
、「
こ
の
人
（
註
、
文
雄
）

の
「
仮
字
一
新
」
と
云
ふ
本
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
仮
名
は
心
の
儘
に
書
け
と

云
ふ
の
で
あ
つ
て
復
古
の
仮
名
遣
を
排
斥
し
ま
し
て
、
か
へ
つ
て
定
家
の
方
に

荷
担
し
て
居
り
ま
す
」（
森
鷗
外
「
仮
名
遣
意
見
」）
と
、『
仮
字
一
新
』
に
就

て
の
記
事
を
拾
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

23
、
仮
字
記
録　

一
冊　

写　
〔
語
学
〕

　

栄
花
物
語
・
水
鏡
・
大
鏡
・
増
鏡
・
続
世
継
（
今
鏡
）
の
五
種
の
本
よ
り
摘

出
し
た
語
句
を
五
十
音
順
に
並
べ
た
も
の
。「
�
園
」
の
罫
紙
を
使
用
。
序
跋

奥
書
な
ど
無
い
た
め
成
立
年
未
詳
。「
歌
堂
文
庫
」「
竹
柏
園
文
庫
」「
東
京
帝

国
大
学
図
書
印
」
の
蔵
書
印
あ
り
。
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
。

24
、
菅
家
影
前
扇
合　

一
冊　

写　
〔
歌
合
〕

　

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
五
月
十
五
日
の
催
し
で
、
作
者
は
き
よ
い
子
・
玄

洲
・
伊
能
穎
則
・
の
ぶ
子
・
茂
谷
・
政
雄
・
山
川
真
清
・
遠
山
長
嶺
・
幸
雄
・

加
藤
千
浪
の
十
名
。
五
番
行
は
れ
て
ゐ
る
。
歌
合
の
判
者
は
文
雄
、
扇
合
の
判
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者
は
寺
山
吾
鬘
が
つ
と
め
る
。
蔵
書
印
は
「
本
居
文
庫
」「
本
居
蔵
書
」
の
二

種
。
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
（
本
居
文
庫
）
蔵
。

25
、
冠
註
大
和
物
語　

三
巻
三
冊　

刊　
〔
註
釈
〕

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
刊
。
文
雄
自
序
あ
り
。
加
藤
千
浪
・
草
野
御
牧
・

横
山
由
清
・
伊
能
穎
則
の
校
合
を
経
て
刊
行
さ
れ
る
。
序
文
に
「
お
の
れ
二
十

歳
ば
か
り
の
こ
ろ
ほ
ひ
、
此
書
の
注
釈
せ
む
と
思
ひ
立
て
、
証
歌
・
語
例
・
引

書
な
ど
か
つ
〳
〵
か
い
つ
け
ぬ
る
に
」
と
あ
る
や
う
に
、
二
十
歳
の
頃
に
『
大

和
物
語
』
の
註
釈
を
し
よ
う
と
書
き
付
け
て
お
い
た
証
歌
・
語
例
・
引
書
を
補

訂
し
て
成
立
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
の
「
冠
註

大
和
物
語
」
の
項
（
高
橋
正
治
執
筆
）
に
は
、「
自
序
で
、
作
者
に
つ
い
て
は
、

天
暦
の
頃
、
何
人
か
が
書
い
て
お
い
た
も
の
に
、
花
山
院
の
寛
和
・
永
延
の
頃

の
人
が
加
筆
し
た
も
の
で
、
一
人
の
手
に
成
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
、
名

称
に
つ
い
て
は
、
諸
国
の
話
が
出
て
来
る
の
で
、「
日
本
の
物
語
」
の
意
で
あ

ろ
う
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
賀
茂
真
淵
が
『
伊
勢
物
語
』
の
方
に
価
値
の
上
で

優
位
を
認
め
た
の
に
対
し
て
、
時
代
の
変
遷
に
応
じ
て
作
品
の
特
色
も
変
る
と

い
う
、
歴
史
的
な
判
断
を
適
用
し
、
客
観
的
な
態
度
を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
点

は
高
く
評
価
さ
れ
る
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

【
翻
刻
】
雨
海
博
洋
『
大
和
物
語
諸
注
集
成
』（
昭
和
五
十
八
年
、
桜
楓
社
）

26
、
句
題
集　

一
冊　

写　
〔
歌
学
〕

　
「
古
歌
集
に
見
ゆ
る
詞
書
を
、
四
季
恋
雑
に
分
ち
か
け
る
も
の
。
文
雄
が
そ

の
歌
に
於
け
る
題
材
を
新
た
な
ら
し
め
む
が
為
め
の
苦
心
の
偲
ば
る
る
も
の
」

（
佐
佐
木
信
綱
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』）。
現
存
未
詳
。

27
、
古
今
集
序
考　

一
冊　
〔
歌
学
〕

　
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
よ
る
。

28
、
古
今
集
両
序
論　

一
冊　

写　
〔
歌
学
〕

　
「
真
字
仮
字
両
序
の
作
者
に
つ
き
て
の
論
な
り
。
先
考
（
弘
綱
）
の
書
写
せ

る
本
」（
佐
佐
木
信
綱
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』）。
現
存
未
詳
。

29
、
さ
き
は
ひ
草　

二
巻
二
冊　

刊　
〔
撰
集
〕
編

　

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
刊
。
柯
堂
社
中
蔵
梓
。
41
『
摘
英
集
』
の
続
編
。

大
神
（
草
野
）
御
牧
の
序
、
文
雄
の
提
要
（
元
治
元
年
）、
大
野
定
子
の
跋
文

（
慶
応
二
年
）
あ
り
。『
摘
英
集
』
に
採
ら
れ
て
ゐ
る
歌
人
の
ほ
か
に
、
村
上
忠

順
・
深
見
篤
慶
・
村
井
長
央
と
い
つ
た
三
河
国
の
歌
人
の
詠
を
も
収
め
る
。
な

ほ
、
拙
稿
「
さ
き
は
ひ
草
」（
島
津
忠
夫
ほ
か
監
修
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
平

成
二
十
六
年
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
に
「
元
治
元
年
刊
」
と
あ
る
は
誤
り
。

30
、
三
十
番
歌
合　

一
冊　

写　
〔
歌
合
〕

　

伊
勢
の
本
草
学
者
丹
波
之
翰
（
修
治
）
を
催
主
と
し
て
行
は
れ
た
歌
合
。
蔓

延
元
年
（
一
八
六
〇
）
成
立
。
表
紙
に
「
萬
延
元
庚
申
年
八
月
／
催
主　

丹
波

之
翰
／
井
上
文
雄
大
人
玉
判
／
兼
題　

春
曙
」。
出
詠
者
は
、
村
井
長
央
・
磯

部
長
恒
・
佐
々
木
弘
綱
・
佐
々
木
鳰
子
（
弘
綱
母
）
等
。
之
翰
の
縁
か
ら
か
大

矢
知
・
桑
名
・
石
薬
師
・
菰
野
・
神
戸
・
山
田
と
い
つ
た
伊
勢
の
人
が
多
く
出

詠
し
て
ゐ
る
（
伝
未
詳
）。
蔵
書
印
「
川
北
文
庫
」「
丹
波
氏
記
」。
国
文
学
研

究
資
料
館
所
蔵
。

31
、
四
十
五
番
歌
合　

一
冊　

写　
〔
歌
合
〕

　

扉
に
「
四
十
五
番
歌
合
／
題　

年
中
行
事　

詠
史　

江
戸
名
所
」。
上
野
出

身
の
国
学
者
歌
人
橋
本
直
香
が
、
文
雄
と
共
に
判
者
を
つ
と
め
る
。
元
治
二
年

（
一
八
六
五
）
成
立
。
年
中
行
事
・
詠
史
・
江
戸
名
所
の
各
題
十
五
番
、
計
四
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十
五
番
を
収
め
る
。
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
。

32
、
十
八
番
歌
合　

一
冊　

写　
〔
歌
合
〕

　

浜
松
藩
主
井
上
正
直
・
津
山
藩
主
松
平
斉
民
・
徳
島
藩
主
松
平
（
蜂
須
賀
）

斉
裕
・
福
岡
藩
主
黒
田
慶
賛
（
長
知
）・
高
須
藩
主
松
平
義
建
・
加
賀
藩
主
松

平
（
前
田
）
慶
寧
他
十
二
名
に
よ
る
藩
主
を
中
心
と
し
た
歌
合
。
黒
田
長
知
が

「
慶
賛
」
と
名
乗
つ
た
の
が
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
か
ら
明
治
二
年
（
一
八

六
九
）、
出
詠
者
の
中
で
最
も
早
く
逝
去
し
た
松
平
義
建
の
歿
年
が
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
嘉
永
か
ら
文
久
年
間
に
成
立
し
た
と
言
へ

る
で
あ
ら
う
。
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
。

33
、
十
番
歌
合　

一
冊　

写　
〔
歌
合
〕

　

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
成
立
。
巻
末
に
「
六
十
三
翁
文
雄
陳
人
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
出
詠
者
は
、
大
野
定
子
・
草
野
御
牧
・
横
山
由

清
・
長
尾
通
広
・
鈴
木
和
良
・
長
田
古
文
・
茂
方
・
島
津
永
子
・
山
崎
知
雄
・

松
の
門
三
艸
子
。「
歌
は
横
山
由
清
が
か
き
、
文
雄
が
判
を
し
た
十
三
枚
の
奉

書
全
紙
を
二
つ
折
に
し
た
袋
綴
で
あ
る
」（
熊
谷
武
至
『
続
々
歌
集
解
題
余
談

壱
』）
と
そ
の
装
訂
の
様
子
が
う
か
ゞ
は
れ
る
。「
晩
夏
暁
月
」
の
題
で
五
番
、

「
恋
漆
」
で
五
番
、
計
十
番
。
熊
谷
武
至
所
蔵
。

【
翻
刻
】
熊
谷
武
至
「
井
上
文
雄
文
献
傍
註
例
そ
の
二
」（『
続
々
歌
集
解
題
余

談
壱
』
昭
和
四
十
三
年
、
私
家
版
）

34
、
詞
林
栞　

十
二
冊　
〔
漢
詩
〕

　
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
よ
る
。

35
、
続
霊
語
通　

二
冊　
〔
語
学
〕

　
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
そ
の
記
述
が
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
題
名
か
ら
推

し
量
る
に
上
田
秋
成
『
霊
語
通
』
で
言
ふ
、
仮
名
遣
は
一
定
の
条
理
な
く
、
い

づ
れ
で
も
良
い
と
す
る
一
種
の
放
任
主
義
の
説
を
よ
し
と
す
る
著
で
あ
ら
う
。

鷗
外
は
文
雄
の
『
仮
字
一
新
』
を
読
み
、「
仮
名
遣
は
心
の
儘
に
書
け
と
云
ふ
」

内
容
で
あ
つ
た
と
記
し
て
ゐ
る
（「
仮
名
遣
意
見
」）。
文
雄
の
仮
名
遣
論
は
、

復
古
的
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
現
存
未
詳
。

36
、
調
鶴
集　

三
巻
三
冊　

刊　
〔
歌
集
〕

　

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
江
戸
岡
田
屋
嘉
七
刊
。
文
雄
の
家
集
。
序
文
は

佐
々
木
弘
綱
が
も
の
し
て
を
り
、
弘
綱
の
口
ぞ
へ
に
よ
り
伊
勢
津
藩
主
藤
堂
高

猷
の
出
資
で
板
に
な
つ
た
。
文
雄
自
撰
。
春
百
三
十
四
首
（
他
人
歌
二
首
）、

夏
百
二
十
一
首
、
秋
百
四
十
九
首
、
冬
百
四
十
九
首
、
恋
二
百
三
首
、
雑
百
八

十
三
首
（
他
人
歌
二
首
、
連
歌
長
歌
を
含
む
）、
文
二
十
三
編
（「
調
鶴
文
草
」）

を
収
録
す
る
。
そ
の
歌
風
の
特
徴
と
し
て
、
佐
佐
木
信
綱
は
、「
彼
（
註
、
文

雄
）
の
家
集
調
鶴
集
及
び
同
続
編
に
よ
つ
て
見
る
と
、
王
朝
時
代
の
趣
味
を
詠

ん
だ
こ
と
、
田
園
の
野
趣
を
う
た
つ
た
歌
に
秀
逸
が
少
く
な
い
こ
と
、
洒
落
滑

稽
の
歌
を
詠
ん
で
ゐ
る
こ
と
、
時
勢
を
諷
誡
し
た
作
の
多
い
こ
と
な
ど
、
幾
多

の
特
長
が
あ
る
。
総
じ
て
優
美
な
う
ち
に
打
寛
ろ
い
だ
趣
の
あ
る
の
が
、
彼
の

歌
風
の
特
色
で
あ
る
。」
と
い
ふ
四
点
を
指
摘
し
て
ゐ
る
（『
近
世
和
歌
史
』
大

正
十
二
年
、
博
文
館
）。
文
雄
歿
後
の
明
治
十
七
年
四
月
、
門
人
松
の
門
三
艸

子
の
手
に
よ
つ
て
『
井
上
文
雄
翁
歌
集
』
と
改
題
し
、
別
所
平
七
よ
り
再
板
さ

れ
る
（
三
艸
子
跋
文
が
新
た
に
附
さ
れ
る
）。

【
翻
刻
】
続
日
本
歌
学
全
書
十
一
『
明
治
名
家
家
集
上
巻
』（
明
治
三
十
二
年
、

博
文
館
）、
校
註
国
歌
大
系
二
十
『
明
治
初
期
諸
家
集
』（
昭
和
四
年
、
国
民
図

書
）、『
新
編
国
歌
大
観
第
九
巻
』（
平
成
三
年
、
角
川
書
店
）
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【
参
考
】
拙
稿
「
井
上
文
雄
の
田
園
詠
」（『
成
蹊
國
文
』
三
十
七
号
、
平
成
十

六
年
三
月
）

37
、
調
靍
集　

一
冊　

写　
〔
歌
集
〕

　
「
刊
本
と
は
別
本
な
り
。
表
紙
に
「
安
政
三
辰
年
同
四
巳
年
」
と
あ
り
。
表

紙
の
裏
に
先
考
（
註
、
弘
綱
）
の
手
に
て
、「
江
戸
に
あ
り
け
る
時
、
翁
の
家

集
う
つ
し
と
ゞ
め
て
、
自
筆
元
本
を
も
ら
ひ
つ
る
な
り
」
と
あ
り
」（
佐
佐
木

信
綱
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』）。
巻
頭
「
調
靍
集　

井
上
文
雄
先
生
詠　

薗
田
守
英

撰
」。
文
久
元
年
佐
々
木
弘
綱
序
。
序
中
に
「
井
上
翁
の
は
や
く
よ
り
の
詠
艸

を
何
く
れ
と
し
と
け
な
く
し
る
し
お
か
れ
た
る
を
、
小
川
み
さ
子
清
う
書
あ
ら

た
め
て
調
鶴
集
と
名
つ
け
つ
る
か
、
廿
巻
余
も
あ
る
か
中
よ
り
、
さ
い
つ
年
お

の
れ
江
戸
に
あ
り
け
る
比
、
こ
ゝ
か
し
こ
を
ぬ
き
出
て
一
巻
写
し
来
つ
る
に
、

其
の
ち
見
も
し
聞
も
し
て
書
と
ゝ
め
つ
る
反
古
の
あ
ま
た
あ
る
を
、
こ
た
ひ
園

田
守
英
歌
席
に
携
る
作
例
の
料
に
と
て
、
か
き
く
は
へ
て
か
く
小
冊
に
も
の
し

つ
る
也
け
り
」
と
あ
る
。
見
返
に
は
、
弘
綱
朱
筆
に
て
文
雄
の
辞
世
が
記
さ
れ

て
ゐ
る
。
蔵
書
印
「
弘
綱
蔵
書
」
ほ
か
一
印
。
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
。

38
、
調
鶴
集　

一
冊　

写　
〔
歌
集
〕

　
「
自
筆
薄
様
本
。
こ
れ
も
刊
本
と
は
別
本
な
り
。
終
に
「
忍
の
岡
に
戦
争
は

じ
ま
り
て
兵
火
天
を
こ
が
せ
り
」
と
い
へ
る
詞
書
の
歌
あ
り
」（
佐
佐
木
信
綱

『
竹
柏
園
蔵
書
志
』）。
現
存
未
詳
。

39
、
調
鶴
集　

一
巻　
〔
撰
集
〕

　
「
門
下
の
人
々
の
歌
を
部
立
し
て
撰
め
る
も
の
。
慶
応
二
年
成
る
。」（
福
井

久
蔵
『
大
日
本
歌
書
綜
覧
』）。
現
存
未
詳
。

40
、
調
鶴
集
二
編　

一
冊　

写　
〔
歌
集
〕

　
「
調
鶴
集
に
も
れ
た
る
文
雄
の
歌
を
集
む
。
先
考
（
註
、
弘
綱
）
の
自
筆
本

な
り
。
維
新
時
に
於
け
る
激
情
の
作
、
入
牢
の
歌
等
あ
り
」（
佐
佐
木
信
綱

『
竹
柏
園
蔵
書
志
』）
と
あ
る
如
く
、
雑
部
初
め
に
『
諷
歌
新
聞
』
発
刊
に
拠
る
、

明
治
元
年
十
一
月
入
牢
の
歌
が
あ
る
。
岩
田
光
子
は
、
本
書
の
編
者
を
園
田
守

英
と
し
て
ゐ
る
（「
評
伝
井
上
文
雄
」『
学
苑
』
三
七
三
号
、
昭
和
四
十
六
年
一

月
）
が
、
そ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
。

【
参
考
】
下
村
海
南
「
短
歌
と
新
聞
」（
山
本
三
生
編
『
短
歌
講
座
第
十
巻
』
昭

和
七
年
、
改
造
社
）

41
、
摘
英
集　

六
巻
一
冊　

刊　
〔
撰
集
〕
編

　

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
江
戸
岡
田
屋
嘉
七
刊
。
自
序
。
内
題
「
摘
英
和
歌

集
」。
文
雄
門
下
を
中
心
と
し
た
撰
集
。「
附
言
」
に
於
て
文
雄
は
、「
歌
に

人
々
本
性
の
口
つ
き
あ
り
と
い
ふ
は
、
予
は
じ
め
て
心
づ
き
た
る
こ
と
な
り
」

な
ど
と
い
つ
た
歌
論
を
述
べ
る
。
表
紙
裏
に
「
此
集
つ
ぎ
〳
〵
に
年
々
に
上
木

せ
ら
れ
ん
と
す
。
心
ざ
し
あ
ら
ん
人
は
歌
ど
も
お
こ
せ
給
へ
」
と
あ
り
、
毎
年

出
板
す
る
予
定
で
あ
つ
た
が
実
現
さ
れ
ず
、
七
年
後
『
さ
き
は
ひ
草
』
が
そ
れ

を
継
ぐ
形
と
な
つ
た
。
出
詠
者
は
横
山
由
清
・
間
宮
永
好
・
久
松
祐
之
・
尾
高

高
雅
・
小
川
直
子
（
松
の
門
三
艸
子
）・
渋
谷
国
安
・
草
野
御
牧
・
伊
藤
祐

命
・
久
米
八
十
子
・
加
藤
千
浪
・
鬼
沢
大
海
・
安
斎
教
子
・
文
雄
の
祖
母
等
で

あ
り
、
文
雄
が
出
入
り
し
た
藩
侯
の
侍
女
の
作
も
多
い
。

42
、
道
理
に
違
へ
る
詞
遣　

一
冊　

写　
〔
語
学
〕

　

中
島
広
足
の
著
し
た
仮
名
遣
書
に
、
文
雄
が
註
を
附
し
た
も
の
。
刈
谷
市
中

央
図
書
館
（
村
上
文
庫
）
に
写
本
が
伝
は
る
。

43
、
名
乗
字
引　

一
冊　

写　
〔
字
彙
〕
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文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
成
立
。
文
雄
編
輯
に
か
ゝ
る
画
数
順
に
排
列
さ
れ

た
漢
字
字
書
。「
杜
望
主
人
」
の
序
文
あ
り
。
全
九
丁
。
徳
島
県
立
図
書
館
に

写
本
が
伝
は
る
。

44
、
廿
一
代
集
類
字　

三
巻
二
冊
（
上
巻
缼
）　

写　
〔
和
歌
〕

　

成
立
年
未
詳
。
二
十
一
代
集
よ
り
歌
こ
と
ば
を
抜
き
出
し
、
イ
ロ
ハ
順
に
排

列
し
た
も
の
。「
�
園
」
の
罫
紙
を
使
用
。
中
巻
「
自
曾
字
至
天
字
」、
下
巻

「
自
安
字
至
須
字
」。「
歌
堂
文
庫
」「
竹
柏
園
文
庫
」「
東
京
帝
国
大
学
図
書
印
」

の
蔵
書
印
あ
り
。
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
。

45
、
二
十
五
番
歌
合　

一
冊　

写　
〔
歌
合
〕

　

二
十
五
番
の
判
詞
末
に
「
柯
堂
」。
詠
者
は
、
景
衡
・
草
野
御
牧
・
石
橋
慈

舟
（
蘿
窓
）
他
七
名
。
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

46
、
二
十
四
番
歌
合　

一
冊　

写　
〔
歌
合
〕

　

高
松
宮
家
本
の
新
写
本
。 

広
島
大
学
図
書
館
福
井
文
庫
蔵
。

47
、
廿
番
歌
合　

一
冊　

写　
〔
歌
合
〕

　

桜
山
文
庫
（
茨
城
県
鹿
島
郡
）
に
写
本
が
伝
は
る
。『
詠
仏
百
首
』
と
合
一

冊
。
同
様
の
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、『
日
本
古
書
通
信
』（
六
十
七
巻
二

号
、
平
成
十
四
年
二
月
）、
秀
峰
堂
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
の
目
録
に
、
文
雄

が
判
を
つ
と
め
、
出
詠
者
は
盛
長
・
為
俊
・
親
堅
・
和
良
・
祐
林
等
と
い
ふ

『
二
十
番
歌
合
』
が
掲
載
さ
れ
て
ゐ
た
。
当
時
、
直
ぐ
様
註
文
し
た
の
だ
が
、

生
憎
入
手
す
る
こ
と
叶
は
ず
、
そ
の
後
行
方
を
聞
か
な
い
。

48
、
二
十
八
番
歌
合　

一
冊　

写　
〔
歌
合
〕

　

真
雪
君
（
松
平
慶
永
）・
光
霽
君
（
蜂
須
賀
斉
裕
）・
観
瀾
君
（
立
花
鑑
寛
）

他
二
十
五
名
に
よ
る
歌
合
。
作
者
は
藩
主
を
中
心
と
す
る
が
、
加
藤
千
浪
・
伊

東
祐
命
・
大
野
定
子
と
い
つ
た
江
戸
の
歌
人
の
名
も
見
え
る
。「
海
辺
松
雪
」

「
山
家
夕
」
の
二
題
。
柳
川
古
文
書
館
寄
託
。

49
、
八
代
集
難
評

　

畑
銀
鷄
『
書
画
薈
粋
』
初
編
（
天
保
三
年
刊
）
に
よ
る
。

50
、
八
代
集
評
論　

二
冊　
〔
歌
学
〕

　
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
よ
る
。

51
、
は
な
あ
は
せ　

一
冊　

写　
〔
歌
合
〕

　

天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
成
立
。
文
雄
が
花
の
判
者
、
村
田
春
野
が
歌
の

判
者
を
つ
と
め
る
。
作
者
は
、
左
方
、
東
野
行
義
・
朝
田
弓
槻
・
末
松
正
樹
・

加
藤
千
浪
・
瀬
戸
久
敬
、
右
方
、
岡
見
清
熈
・
桜
井
光
枝
・
所
光
被
・
山
田
常

典
・
森
真
清
。
花
の
判
、
歌
の
判
ど
ち
ら
か
に
重
き
が
置
か
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ

こ
と
は
な
い
。
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。

52
、
百
番
歌
合　

一
冊　

写　
〔
歌
合
〕

　

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
成
立
。
文
雄
の
判
。
作
者
は
、
松
永
吉
胤
・
原
田

正
時
・
僧
在
阿
・
釈
龍
海
・
桑
門
了
観
・
石
川
純
孝
・
三
千
代
女
・
八
千
代

女
・
酒
井
利
亮
・
村
上
忠
順
等
、
尾
三
の
歌
人
が
目
立
つ
。
左
右
二
首
の
歌
を

先
に
記
し
、
判
詞
の
部
分
を
空
け
て
置
き
、
そ
の
後
文
雄
が
判
を
書
き
加
へ
成

立
し
た
と
思
は
れ
る
。
刈
谷
市
中
央
図
書
館
（
村
上
文
庫
）
蔵
。

53
、
百
番
歌
合　

一
冊　

写　
〔
歌
合
〕

　

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
成
立
。
松
平
慶
永
・
蜂
須
賀
斉
裕
主
催
に
よ
る
歌

合
。
安
政
四
年
冬
、
斉
裕
が
構
想
し
、
慶
永
が
詠
歌
を
集
め
た
（「
安
政
と
い

へ
る
巳
の
年
の
冬
、
阿
波
の
中
将
の
君
、
こ
た
び
百
番
の
歌
合
を
物
せ
ん
と
は

思
ひ
た
ゝ
せ
給
ふ
て
」
慶
永
序
文
）。
同
序
文
に
は
、「
貴
賤
上
下
の
差
別
な
く
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大
に
集
め
」
た
と
あ
る
如
く
、
出
詠
者
は
、
慶
永
・
斉
裕
・
立
花
鑑
寛
と
い
つ

た
藩
主
か
ら
、
伊
東
祐
命
・
加
藤
千
浪
・
横
山
由
清
・
佐
々
木
弘
綱
・
草
野
御

牧
等
、
文
雄
門
人
ま
で
左
右
百
人
を
数
へ
る
。「
山
霞
」「
浦
花
」
の
二
題
。
柳
川

古
文
書
館
寄
託
。
福
井
県
立
図
書
館
松
平
文
庫
に
も
一
本
所
蔵
が
確
認
出
来
る
。

【
参
考
】
久
保
田
啓
一
「
幕
末
期
柳
河
藩
の
歌
合
」（『
雅
俗
』
三
号
、
平
成
八

年
一
月
）

54
、
諷
歌
新
聞　

一
冊　

刊
〔
歌
集
〕

　

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
四
月
南
伝
馬
町
文
雅
堂
刊
。
美
濃
判
二
つ
折
、
木

版
、
本
文
五
丁
、
定
価
一
匁
。
表
紙
中
央
に
「
諷
歌
新
聞　

巻
第
一
」。
草
野

御
牧
の
序
。「
ゆ
く
末
の
た
の
み
も
今
は
な
か
り
け
り
君
が
千
代
田
を
人
に
か

ら
れ
て
」（
文
雄
）
と
い
つ
た
明
治
新
政
府
を
批
判
し
、
徳
川
幕
府
に
同
情
を

寄
せ
る
文
雄
の
歌
二
十
首
、
御
牧
の
歌
十
首
を
纏
め
て
「
新
聞
」
と
し
て
発
刊

し
た
も
の
。
そ
の
た
め
に
、
政
府
の
忌
諱
に
触
れ
、
文
雄
・
御
牧
の
両
名
は
糺

問
局
に
拘
禁
さ
れ
る
に
至
る
。
跋
文
に
よ
る
と
、
第
二
号
以
下
出
板
の
予
定
は

あ
つ
た
が
、
果
た
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。『
諷
歌
新
聞
』
を
明
治
筆
禍
史

の
嚆
矢
と
す
る
の
は
、
そ
の
刊
行
年
月
を
以
て
す
る
た
め
で
あ
り
、
逮
捕
糺
問

の
年
月
か
ら
見
る
と
、『
江
湖
新
聞
』
十
六
号
（
慶
応
四
年
五
月
五
日
発
行
）

の
福
地
源
一
郎
（
同
年
五
月
十
八
日
逮
捕
）
と
な
る
。
後
年
、
宮
武
外
骨
が
自

著
『
す
き
な
み
ち
』（
昭
和
二
年
、
半
狂
堂
）
の
附
録
と
し
て
『
諷
歌
新
聞
』

を
現
物
の
通
り
に
複
製
し
た
。

【
翻
刻
】
熊
谷
武
至
「
諷
歌
新
聞
」（『
続
歌
集
解
題
余
談
』
昭
和
十
八
年
、
私

家
版
）、
小
泉
苳
三
編
『
現
代
短
歌
大
系
第
一
巻
』（
昭
和
二
十
七
年
、
河
出
書

房
）

【
参
考
】
下
村
海
南
「
短
歌
と
新
聞
」（
山
本
三
生
編
『
短
歌
講
座
第
十
巻
』
昭

和
七
年
、
改
造
社
）

55
、
文
雄
翁
家
集　
〔
歌
集
〕

　
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
よ
る
。『
井
上
文
雄
翁
家
集
』（
明
治
十
七
年
、
小

川
三
草
）
の
こ
と
か
。『
井
上
文
雄
翁
家
集
』
は
、
刊
本
『
調
鶴
集
』
と
同
内
容
。

56
、
道
の
さ
き
は
ひ　

一
冊　

刊　
〔
歌
学
〕

　

文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
成
立
。
刊
年
未
詳
。
大
神
（
草
野
）
御
牧
序
。
巻

末
に
「
こ
と
だ
ま
の
さ
き
は
ふ
道
に
い
る
人
は
神
も
う
れ
し
と
見
そ
な
は
す
ら

む
」
と
い
ふ
文
雄
の
歌
が
あ
り
、
書
名
の
由
来
と
な
つ
て
ゐ
る
。
賀
茂
真
淵
に

対
す
る
批
判
、「
気
概
」
の
強
調
、
歌
の
政
教
的
価
値
な
ど
に
就
て
述
べ
ら
れ

て
ゐ
る
。

【
参
考
】
拙
稿
「
井
上
文
雄
著
『
道
の
さ
き
は
ひ
』
―
翻
刻
と
解
題
―
」（『
成

蹊
國
文
』
三
十
八
号
、
平
成
十
八
年
三
月
）

57
、
大
和
物
語
新
註　

五
巻　
〔
註
釈
〕

　
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
よ
る
。

58
、
四
番
歌
合　

一
巻　

写　
〔
歌
合
〕

　
「
作
者
八
人
。
後
藤
氏
の
催
。
判
者
井
上
文
雄
」（
福
井
久
蔵
『
大
日
本
歌
書

綜
覧
』）。「
後
藤
氏
」
と
は
詳
ら
か
な
ら
ず
。
現
存
未
詳
。

59
、
由
清
十
五
番
自
歌
合　

一
冊　

写　
〔
歌
合
〕

　

横
山
由
清
の
自
歌
合
に
文
雄
が
判
を
加
へ
た
も
の
。
一
丁
表
に
「
十
五
番
自

歌
合
／
横
山
由
清
／
題
／
左
花
／
右
月
」。
蔵
書
印
「
竹
柏
園
文
庫
」。
天
理
大

学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
。

60
、
落
書
風
今
様
歌　

一
葉　
〔
今
様
〕
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「
終
に
、「
建
武
年
間
の
落
書
に
な
ら
ふ
今
様
う
た　

六
十
九
翁
文
雄
戯
述
」

と
あ
り
。
中
に
、「
三
部
習
合
切
ぬ
き
学
問
、
い
け
る
眼
は
あ
り
な
が
ら
、
物

の
沿
革
わ
き
ま
へ
ず
、
歌
よ
む
業
は
月
花
の
、
遊
び
の
道
と
い
ひ
け
ち
て
」、

「
今
や
大
政
復
古
の
秋
、
よ
ろ
づ
昔
の
橿
原
に
、
習
は
せ
給
ふ
此
時
に
」
な
ど

の
句
あ
り
て
、「
諷
謌
倒
語
の
さ
き
は
ひ
」
に
就
き
て
述
べ
た
り
」（
佐
佐
木
信

綱
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』）。
現
存
未
詳
。

61
、
和
学
辨　

一
冊　
〔
国
学
〕

　
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
よ
る
。

62
、
和
字
法
帖　

一
冊　
〔
書
道
〕

　
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
よ
る
。

二

63
、
短
冊
井
上
文
雄
歌
集　

一
冊　
〔
歌
集
〕

　

簗
瀬
一
雄
編
。
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
、
湯
浅
四
郎
刊
。
名
古
屋
の
郷
土
史

研
究
家
湯
浅
四
郎
所
蔵
に
か
ゝ
る
文
雄
短
冊
三
百
六
十
六
枚
を
簗
瀬
が
翻
刻
し

た
謄
写
版
。「
附
載
」
に
は
、
文
雄
の
色
紙
、
門
人
の
短
冊
な
ど
の
翻
刻
も
収

め
る
。
文
雄
の
歌
は
計
三
百
六
十
九
首
、
う
ち
『
調
鶴
集
』
と
の
重
複
歌
は
十

五
首
の
み
。
湯
浅
は
、
文
雄
の
短
冊
を
作
州
津
山
の
旧
藩
主
松
平
家
よ
り
一
括

入
手
し
た
と
の
こ
と
で
、
伝
来
も
確
か
な
も
の
で
あ
る
。

64
、
調
鶴
集
抄　

一
冊　
〔
歌
集
〕

　

森
田
義
郎
編
。
明
治
四
十
二
年
一
月
、
歌
学
雑
誌
『
国
歌
』
三
十
号
の
附
録

と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
。
板
本
『
調
鶴
集
』（
36
）、
写
本
『
調
靍
集
』

（
37
）
等
よ
り
百
九
十
五
首
を
抄
出
し
て
ゐ
る
。
森
田
は
、
文
雄
に
私
淑
し
て

を
り
、「
予
文
雄
の
為
人
を
愛
し
、
其
の
歌
を
好
む
。
今
こ
こ
に
数
百
首
を
抄

出
し
て
遺
業
の
湮
滅
を
防
が
む
と
す
る
は
、
そ
の
啻
に
之
を
好
愛
す
る
が
た
め

の
み
に
あ
ら
ず
。
実
に
彼
が
如
き
作
家
は
数
百
年
に
し
て
遇
々
見
る
べ
き
を
思

へ
ば
な
り
。」
と
解
題
に
て
絶
讃
し
て
ゐ
る
。

【
翻
刻
】
拙
稿
「
井
上
文
雄
『
調
鶴
集
抄
』
―
翻
刻
と
解
題
―
」（『
成
蹊
人
文

研
究
』
二
十
三
号
、
平
成
二
十
七
年
三
月
）

三

（
１
）、
元
真
集　

写　
〔
歌
集
〕

　
『
国
書
総
目
録
』
に
拠
る
と
、
国
立
国
会
図
書
館
に
写
本
が
伝
は
り
、
屋
代

弘
賢
の
『
輪
池
叢
書
外
集
』
十
二
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
あ
る
が
、
本
書
は
、

平
安
朝
の
歌
人
藤
原
元
真
の
家
集
『
元
真
集
』
の
こ
と
で
あ
る
。

（
２
）、
古
今
韻
括
開
合
図　

一
冊　

写　
〔
音
韻
〕

　

内
閣
文
庫
に
写
本
が
伝
は
る
（『
国
書
総
目
録
』）
が
、
本
書
は
木
村
蒹
葭
堂

の
写
し
た
文
雄
（
モ
ン
ノ
ウ
或
い
は
ブ
ン
ユ
ウ
）
の
著
作
。
文
雄
は
宝
暦
十
三

年
（
一
七
六
三
）
に
六
十
四
歳
で
歿
し
た
、
浄
土
宗
学
僧
、
京
都
了
蓮
寺
の
僧
。

音
韻
に
関
す
る
著
作
が
数
多
く
あ
り
、
本
書
も
そ
の
一
つ
。

（
３
）、
賀
五
十
齢
歌　

一
冊　

刊　
〔
歌
集
〕

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
刊
。
群
馬
の
歌
人
、
関
橋
守
の
五
十
賀
を
祝
つ
た

歌
集
。
文
雄
は
跋
文
を
記
す
の
み
。
出
詠
者
は
足
代
弘
訓
・
荒
木
田
久
守
等
、

伊
勢
の
神
職
が
多
い
。

（
４
）、
集
古
織
文　

一
冊　

刊　
〔
紋
章
〕

　

別
称
「
古
紋
図
譜
」。
有
斐
亭
金
蝉
の
著
作
。
文
雄
は
序
文
を
記
し
て
ゐ
る
。
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刊
年
未
詳
。

（
５
）、
美
与
之
野
帖　

一
冊　

刊　
〔
歌
集
〕

　

津
藩
主
藤
堂
高
猷
の
家
集
。
序
な
し
。
跋
文
は
文
雄
・
加
藤
千
浪
が
も
の
し

て
ゐ
る
。
一
面
に
二
首
と
い
ふ
贅
沢
な
構
成
。
本
書
を
文
雄
の
著
作
と
し
て
ゐ

る
の
は
『
国
書
総
目
録
』
に
限
ら
ず
、
足
立
巻
一
『
や
ち
ま
た
』（
昭
和
四
十

九
年
、
河
出
書
房
新
社
）
に
登
場
す
る
古
書
肆
、
中
田
政
吉
書
房
の
目
録
『
伊

勢
た
よ
り　

古
本
販
売
目
録
と
史
料
』（
六
十
七
号
、
昭
和
十
六
年
二
月
）
に

も
、「
美
よ
し
野
帖　

井
上
文
雄
大
本
小
虫
あ
り　

一
冊　

一
、
〇
〇
」
と
い

ふ
記
載
が
あ
る
。

○

　

以
上
、
六
十
四
点
（
歿
後
の
作
品
も
含
む
）
の
著
作
が
あ
る
訳
で
あ
る
が
、

そ
の
多
く
は
写
本
で
し
か
伝
は
つ
て
を
ら
ず
、
活
字
化
も
さ
れ
て
ゐ
な
い
と
い

ふ
悲
し
い
現
実
が
あ
る
。
六
十
四
点
の
う
ち
半
数
以
上
を
和
歌
関
係
の
著
作
が

占
め
て
を
り
、
ま
た
数
多
の
歌
合
の
判
者
を
つ
と
め
る
な
ど
、
国
学
者
と
い
ふ

よ
り
も
寧
ろ
歌
人
と
し
て
自
他
共
に
認
め
て
ゐ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
江

戸
派
の
殿
将
と
し
て
幕
末
の
歌
壇
に
光
を
放
つ
た
歌
人
」
と
は
、
佐
佐
木
信
綱

の
文
雄
評
で
あ
る
（『
近
世
和
歌
史
』
大
正
十
二
年
、
博
文
館
）。

　

本
稿
に
於
て
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』
の
記
述
が
目
立
つ
の
は
、
文
雄
が
生
前

（
明
治
三
年
五
月
）
門
人
で
あ
る
佐
々
木
弘
綱
に
そ
の
蔵
書
を
託
し
た
為
で

あ
（
2
（

る
。
弘
綱
の
息
信
綱
は
、「
吾
家
、
翁
の
全
集
を
蔵
す
る
を
も
て
、
更
に
撰

び
て
世
に
出
す
時
あ
る
べ
し
。」
と
、
文
雄
の
全
集
を
所
蔵
し
て
を
り
、
出
版

の
意
志
が
あ
る
と
語
つ
た
（『
続
日
本
歌
学
全
書
第
十
一
編
』
解
題
）。
そ
し
て
、

子
規
門
下
の
歌
人
森
田
義
郎
は
、
こ
の
文
雄
の
「
全
集
」
を
披
見
し
、
矢
張
り

世
に
問
は
う
と
し
た
が
、
病
の
た
め
頓
挫
し
て
し
ま
つ
た
。
そ
の
次
第
を
以
下

の
如
く
記
し
て
ゐ

（
3
（

る
（
若
干
誤
字
の
訂
正
を
施
し
た
）。

　

彼
が
全
集
は
佐
々
木
信
綱
大
人
深
く
秘
め
て
人
に
見
せ
ず
、
そ
の
如
何

に
卓
抜
の
作
あ
る
か
は
、
吾
人
の
久
し
く
知
ら
む
と
せ
し
処
、
昨
夏
、
予

の
病
む
や
佐
々
木
氏
特
に
予
に
貸
与
せ
ら
る
、
予
は
褥
中
幾
度
か
巻
を
掩

う
て
泣
き
ぬ
。
そ
の
知
己
の
韻
に
な
き
ぬ
。
佐
々
木
氏
の
恩
に
泣
き
ぬ
。

　

あ
あ
、
文
雄
死
し
て
三
十
余
年
、
そ
の
体
は
将
に
腐
れ
な
む
と
す
る
と
、

一
人
の
文
雄
の
遺
志
を
継
ぐ
も
の
な
く
、
一
人
そ
の
愛
妾
の
末
路
を
訪
ふ

も
の
な
し
。

　

予
慨
然
と
し
て
こ
れ
が
全
集
を
編
み
以
て
大
に
之
を
助
け
む
と
せ
し
も
、

病
軀
の
故
を
以
て
果
さ
ず
、
民
友
社
印
刷
部
長
渡
邊
為
蔵
氏
予
が
志
を
憫

み
、
印
刷
の
事
に
当
ら
る
。
今
そ
の
一
部
な
る
歌
集
中
の
秀
逸
と
思
は
る

る
限
り
を
公
に
し
て
世
の
志
士
仁
人
が
講
読
を
待
ち
、
更
に
そ
の
第
二
編

と
し
て
彼
が
門
人
の
歌
集
を
編
次
せ
む
と
す
。

し
か
し
、
弘
綱
・
信
綱
二
代
に
わ
た
る
「
竹
柏
園
文
庫
」
は
、
今
日
、
完
全
な

形
で
伝
へ
ら
れ
て
は
を
ら
ず
、
森
田
の
出
版
計
画
も
叶
は
ぬ
ま
ゝ
で
あ
る
。

「
現
存
未
詳
」
と
さ
れ
る
文
雄
の
著
作
も
何
処
に
埋
れ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
の
か

皆
目
見
当
が
つ
か
な
い
。
梓
に
上
つ
た
著
作
十
一
点
の
う
ち
、『
仮
字
一
新
』

は
行
方
が
知
れ
ず
、『
延
齢
話
』
も
一
本
が
伝
は
る
の
み
と
い
ふ
の
も
、
文
雄

が
我
が
国
文
学
史
に
正
当
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
て
ゐ
な
い
一
つ
の
要
因
で
あ
ら

う
。
い
つ
の
日
か
、
こ
れ
ら
現
存
未
詳
の
著
述
が
あ
ら
は
れ
る
の
を
期
待
し
、

筆
を
擱
く
こ
と
ゝ
す
る
。

成蹊国文48（鈴木亮）.indd   41 2015/02/13   9:49:33



― 42 ―

鈴木亮　井上文雄著述目録稿

注
1　

由
豆
流
の
著
し
た
註
釈
書
と
し
て
は
、『
鳴
門
中
将
物
語
考
証
』（
文
化
十
四
年
序

刊
）、『
土
佐
日
記
考
証
』（
文
政
二
年
刊
）、『
萬
葉
集
攷
証
』（
文
政
十
一
年
成
）
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

2　

文
雄
門
下
の
佐
々
木
弘
綱
は
、
文
雄
の
蔵
書
に
関
し
て
「
此
書
籍
大
半
、
明
治
三

年
の
夏
、
弘
綱
、
翁
の
も
と
に
居
た
る
ほ
ど
、
我
は
譲
る
べ
き
子
も
な
け
れ
ば
と
て
、

書
肆
に
價
を
定
め
さ
せ
て
譲
り
給
へ
れ
ば
、
吾
が
蔵
本
と
な
れ
り
。
か
く
て
翁
次
の

年
の
冬
身
ま
か
ら
れ
き
」
と
『
柯
堂
蔵
書
目
録
』（
現
存
未
詳
）
の
表
紙
裏
に
記
し
た

（『
竹
柏
園
蔵
書
志
』）
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
弘
綱
は
明
治
三
年
五
月
、
東
京
を
訪
う
て
を

り
（
髙
倉
一
紀
『
佐
々
木
弘
綱
年
譜
〈
上
〉』
平
成
十
年
、
皇
學
館
大
學
神
道
研
究

所
）、
そ
の
際
、
文
雄
よ
り
蔵
書
を
贈
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

3　

森
田
義
郎
「
忘
れ
ら
れ
し
井
上
文
雄
」（『
日
本
人
』
四
百
三
十
七
号
、
明
治
三
十

九
年
六
月
）。
文
中
「
今
そ
の
一
部
な
る
歌
集
中
の
秀
逸
と
思
は
る
る
限
り
を
公
に
し

て
」
と
あ
る
は
、
本
稿
「
二
」
63
『
調
鶴
集
抄
』
の
こ
と
。

〔
参
考
文
献
等
〕

福
井
久
蔵
『
大
日
本
歌
書
綜
覧
』（
大
正
十
五
年
～
昭
和
三
年
、
不
二
書
房
）

佐
佐
木
信
綱
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』（
昭
和
十
四
年
、
巌
松
堂
書
店
）

森
末
義
彰
・
市
古
貞
次
・
堤
精
二
『
国
書
総
目
録
』（
昭
和
三
十
八
年
～
昭
和
五
十
一
年
、

岩
波
書
店
）

同
右
補
訂
版
（
平
成
元
年
～
平
成
三
年
、
岩
波
書
店
）

国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
古
典
籍
総
合
目
録
』（
平
成
二
年
、
岩
波
書
店
）

国
文
学
研
究
資
料
館
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（http://base1.nijl.

ac.jp/~tkoten/about.htm
l

）

国
立
情
報
学
研
究
所
「CiN
ii Books　

大
学
図
書
館
の
本
を
さ
が
す
」（http://ci.nii.

ac.jp/books/

）

〔
附
記
〕
本
稿
を
成
す
に
当
り
、
様
々
な
方
よ
り
御
教
示
、
御
高
配
を
頂
い
た
。
記
し
て
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（
す
ず
き
・
り
ょ
う　

東
京
都
立
足
立
工
業
高
等
学
校
教
諭
）
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